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＜会場・旅館へのアクセス＞
                                    春日上通                ☆　会場： 京都教育文化センター
                                              ☆ 会　場         【住所】京都市左京区聖護院川原町４－１３
 麩屋町通　　　　 寺町通           丸太大橋　　　　● 合同庁舎   　 【ＴＥＬ】　０７５－７７１－４２２１
	
	
	
	
	
	 鴨
 川
	
	      　 【交通手段】
        　　 ・ 京阪電車「神宮丸太町駅」５番出口より徒歩３分
        　 　・ ＪＲ京都駅 市バスＤ２のりば２０６系統で
川       　　　　　　　　　　　　　「熊野神社前」下車、徒歩５分
端      ★　宿泊場所： 西山旅館
           　【住所】京都市中京区御幸町二条下ル山本町４３３
通
      　　   【ＴＥＬ】　０７５－２２２－１１６６
   　　　　【交通手段】
        　   ・ 地下鉄東西線「京都市役所前」下車、徒歩５分
           　・ ＪＲ京都駅 市バスA２のりば４・１７・２０５
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	御池通
	
	
	
	  御池大橋         
	・ 快２０５系統で「京都市役所前」下車、徒歩５分

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


        御幸町通      　河原町通           
＜費用＞                            　　＜参加申し込み＞
参加費：１０００円（資料代）                　　　　　　方法１： ＨＰ上の参加申し込みフォーム　から申し込む。
懇親会費：３０００円                       　　　　　　 　　　　http://shin62ki-natsusyu.hp.infoseek.co.jp/index.html
宿泊費：５０００円
※修習生・ロースクール生（修了生を含む）　　　　　　　　　方法２： 参加申し込み専用アドレスへメールする。
には交通費・宿泊費の補助があります。           　　　　　　　住所・氏名・修習地（ロー生の場合は所属ロース
※精算は、当日会場にて行います             　　　　　 　　　　クール）・参加する分科会（１８日・１９日各々
※これらの費用は、先輩実務家のカンパで賄わ 　　　　　 　　　　　１つずつ）記入の上、shin62natsusyu@gmail.com
れています。                               　　　　  　　　までメールする。
趣旨
わずかに残った貴重な自然生態系を無残に破壊して、建設されるダムや道路。いったん計画されるとその後、社会情勢が変わり、必要性や合理性がなくなっても止まらない公共事業により、今でも、全国各地で自然破壊は続いています。環境問題に関心を持つ人が増え、多くの人が豊かな自然を守りたいと思っているのに、どうして自然破壊は止まらないのか。自然を守るためには何が必要なのか。

西南諸島最大の干潟といわれる泡瀬干潟の埋め立て工事事業に関して、２００８年１１月、那覇地裁で公金支出の差止判決が出ました。この訴訟をテーマとして、人間だけでなく、全ての生物の生存基盤である豊かな自然を守るために、法律家に何ができるのか、訴訟だけでなく、環境運動を広げ、問題を社会へ認識させ、解決への道筋をつくっていく方法についても考えたいと思っています。
泡瀬干潟の埋立問題とは
泡瀬干潟は沖縄市の東海岸にあり、面積は265ha。現在、沖縄県では一番大きな干潟です。さんご礁に囲まれた泡瀬干潟に生息する貝類は300種以上、海草は13種、海藻類約120種、鳥は100種以上、トカゲハゼやクロツラヘラサギなど174種の絶滅危惧種も生息しています。
この干潟の約70％、187ｈａを埋立て、人工ビーチやホテルなどのリゾート施設を造る計画が進行中です。埋立は国と沖縄県が、開発は県と市が行います。バブル期の経済振興策として沖縄市が打ち出した計画で、2002年から第1期工事が始まりましたが、ホテルの進出予定などの利用計画が現在に至るまで定まっておらず、計画の合理性が問題とされてきました。05年に、埋立に反対する住民が事業に関する公金支出差止めを求める住民訴訟を提起、08年11月、那覇地裁は県と市に公金支出の差止めを命じる判決を言い渡しました。県と市は控訴し、現在訴訟は高裁で審理中です。
一審判決にもかかわらず、国は、今年1月15日に埋立を断行、第1期の計画区域に土砂の投入を開始しました。生き物の宝庫である泡瀬干潟は、今、まさに消滅の危機にあります。
企画で採りあげたい観点
・環境問題の解決に向けて、弁護士がどのような形で訴訟や運動に関わっているか

・公共事業の問題点と在るべき形についての考察～公共事業を推進したい人たちの声も紹介～

・自然を守りたいという住民や自然保護団体の声を訴訟や政策形成にどのように反映させるか

・政策形成訴訟としての意義と、一審勝訴後も続く干潟埋立工事から見えてくる制度上の限界

・今後、必要とされる制度や、環境法律家に求められること











部分参加ＯＫ！


７月１９日の


環境企画にご参加を！！





～プロフェッションとしての第一歩～





市野 綾子（青森）、小谷 成美（京都）、小町 崇幸（京都）、　鈴木 穂人（奈良）、橋澤 加世（東京）、水田 基道（富山）、


見田村 勇磨（津）、室谷 悠子（大阪）





7月18日（土）  


13:00～13:15 開会式  


13:15～14:45 全体会 


クローズアップ被害者参加制度


　-裁判員の時代、被害者はバーを越える-


15:00～16:30 分科会１ 


①法律家に求められる国際協力


　-世界で起こっている人権問題に対してできること-


②子どもたちの未来を守るために


　-児童虐待の実態とその対策-


③カンセイヒセイキ？官製「非正規」！


　-非常勤公務員の雇止めには規制がないの?-





18:30～ 懇親会（会場：NISHIYAMA　RYOKAN）  





日時：７月１８日（土）～１９日（日）


場所：京都教育文化センター　





7月19日（日） 





10:00～11:30 分科会２ 





①反・「貧困ビジネス」


　-住まいの貧困=「ハウジング・プア」をなくそう!-


②とっさのDV相談


　-被害者の自立のために-





③　環境法律家スピリット


　　-宝の海を守れ！泡瀬干潟埋立訴訟から考える-





11:45～12:00 閉会式  








担当





◆ 講師プロフィール ◆


白川 秀之 弁護士　（５７期　名古屋北法律事務所）


弁護士として環境事件だけでなく、労働事件、行政事件、債務整理事件、一般民事事件、刑事事件にも取り組んでいます。


弁護士となった当初から、産業廃棄物中間処理施設の操業禁止等の環境事件にも取り組み、泡瀬干潟自然の権利訴訟では主として海草、クビレミドロといった環境の重要性を担当しました。


環境訴訟の醍醐味は、自然環境を大事に思っている住民の方達と一体感を持って事件に取り組める点だと思います。





前川 盛治 さん （泡瀬干潟を守る連絡会事務局長）


1943年、南洋諸島サイパン島で生まれる。


新潟大学理学部生物学科を卒業後、沖縄県で高校理科生物教師として教壇に立つ。


教育の実践とともに、平和や組合運動、人権問題にも熱心に取り組む。


沖縄の干潟が埋立てにより次々と消滅していくなかで、2000年より、今や西南諸島最大の干潟となった泡瀬干潟の埋立てを止めるための運動を始める。以来、2001年結成された泡瀬干潟を守る連絡会事務局長として、生物の宝庫である美しい干潟を子や孫の世代に残すため先頭に立って活動を続けている。





◆ 参考 ◆


泡瀬干潟を守る連絡会HP　　　　　　　http://awase.net/








前川　盛治　さん　（泡瀬干潟を守る連絡会事務局長）





講師：　白川 秀之 弁護士 （名古屋北法律事務所）





分科会２－③　　7月19日 10:00 ～11:30





環境法律家スピリット


～　宝の海を守れ！泡瀬干潟埋立訴訟から考える　～





環境











タイトル、講師名など








